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1 .  出題 趣旨  

 

 正 当防 衛 に関 する 問題 で ある 。  

 Ｘ に つ い て は 、 Ｂ に 対 す る 傷 害 罪 の 成 否 が 問 題 と な る 。 Ｘ

の Ｂ に 対 す る 暴 行 は 、 Ｂ が う ず く ま る 前 と 後 ろ で 、 刑 法 的 な

評 価 が 異 な る と 考 え る べ き で あ る が 、 最 終 的 に 生 じ た Ｂ の 傷

害が いず れ の暴 行に よっ て 生じ たは 特定 で きな い。  

 し た が っ て 、 第 一 に 、 そ れ ぞ れ の 段 階 で 正 当 防 衛 の 要 件 が

充 足 さ れ て い る の か ど う か を 検 討 す る こ と が 必 要 で あ る 。 と

く に 、 急 迫 性 の 要 件 と 防 衛 の 意 思 の 関 係 に つ い て 整 理 す る 必

要が ある 。  

 次 に 、 第 二 に 、 最 初 の 暴 行 と 後 の 暴 行 と の 関 係 も 問 題 と な

る。 これ に よっ て全 体の 評 価が 決ま る。  

 な お 、 本 問 は 、 最 高 裁 平 成 ９ 年 ６ 月 １ ６ 日 判 決 （ 刑 集 ５ １

巻 ５ 号 ４ ３ ５ 頁 ） を 元 に 出 題 し た も の で あ る が 、 同 判 決 は 、

全体 とし て 過剰 防衛 とし て 処理 して いる 。こ れ に よる なら ば、

本問 にお い ては 、まず 侵害 行 為の 一体 性・継 続性 を 踏ま えて 、

こ れ が 一 個 と 評 価 で き る 場 合 、 侵 害 行 為 に 対 す る 防 衛 行 為 も

一個 とみ る こと にな るで あ ろう 。  

 

2 .  採点 実感  

 

 比 較 的 良 く 書 け て い た と 思 わ れ る 。 基 本 的 な 論 点 で あ る の

で 、 事 案 を 素 直 に 読 み 、 分 析 し て 、 正 当 防 衛 の 要 件 を 当 て は

める こと が でき るの かが 、 採点 のポ イン ト であ る。  

 

3 .  学習 方法  

 

それ ほど 高 度な 知識 が要 求 され るわ けで は ない ので、基 本

書を しっ か りと 読み、理 解す る よう な勉 強 をし なけ れば な

らな い。  


